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六
月
十
一
日
、
岡
山
労
働
福
祉
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
六
四
回
定
期
大
会

は
、
約
一
四
〇
名
の
代
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
「
…
憲
法
、
教

育
基
本
法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
も

と
づ
く
民
主
主
義
教
育
を
推
進
し
よ

う
。
…
『
教
え
子
を
ふ
た
た
び
戦
場
に

送
る
な
』
の
原
点
に
立
っ
て
平
和
の
と
り

く
み
を
す
す
め
よ
う
。
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

 

中
国
「
残
留
孤
児
」
問
題
に
関
し
て

は
、(

２)

民
主
主
義
教
育
の
確
立
、(

６)

平
和
と
民
主
主
義
の
擁
護
の
二
ヶ
所
で

触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
(

２)

で
は
、
教
研
集
会
（
第
二
次
教

研
）
の
所
で
青
木
先
生
の
「
中
国
残
留

孤
児
の
足
跡
、
中
国
残
留
婦
人
・
孤
児

の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
の
報
告
と
「
同

行
さ
れ
た
中
国
残
留
孤
児
の
方
の
貴
重

な
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 
(

６)

で
は
、
「
八
月
、
中
国
残
留
孤
児

問
題
を
考
え
る
『
岡
山
県
の
開
拓
団
跡

地
を
訪
ね
る
日
中
友
好
の
旅
』
が
高
教

組
教
研
の
一
つ
と
し
て
企
画
さ
れ
、
高

教
組
か
ら
も
三
人
が
参
加
し
、
開
拓
団

跡
地
を
訪
ね
た
り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
小

学
校
の
教
職
員
・
子
ど
も
た
ち
と
交
流

を
深
め
た
り
し
ま
し
た
。
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

６
月
11
日(

日)

午
前
10
時
か
ら
12

時
ま
で
、
協
立
病
院
コ
ム
コ
ム
で
総
会
が

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
以
下
の

24
人
で
し
た
。 

青
木
正
（
太
極
拳
指
導
員
）
、
青
木
富

美
子(

太
極
拳
指
導
員
助
手)

、
青
木
正

美
（
太
極
拳
日
中
本
部
指
導
員
）
、 

稲
葉
泰
子
（
共
産
党
岡
山
市
会
議

員
）
、
井
上
愛
子
（
孤
児
訴
訟
を
支
え

る
会
副
会
長
）
、
宇
野
武
夫
（
日
中
岡

山
支
部
支
部
長
）
、
大
森
久
雄
（
日
中

倉
敷
支
部
支
部
長
）
、
大
森
竫
宏
（
孤

児
訴
訟
原
告
団
副
団
長
）
、
神
吉
智
也

（
日
本
語
教
室
講
師
）
、
小
林
軍
治
（
日

中
岡
山
支
部
副
理
事
長
）
、
真
田
紀
子

（
日
中
岡
山
支
部
理
事
）
、
澤
山
博
一

(

日
中
岡
山
支
部
副
理
事
長)

、
下
河
部

行
輝
（
中
国
語
講
座
運
営
委
員
長
）
、

正
司
金
一
（
地
域
人
権
：
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
）
、
砂

子
和
正
（
日
中
岡
山
支
部
監
査
）
、
高

杉
久
治
（
孤
児
訴
訟
原
告
団
団
長
）
、

高
橋
公
正
（
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会

県
支
部
長
）
、
高
見
英
夫
（
孤
児
訴
訟

原
告
団
事
務
局
長
）
竹
内
和
夫
（
日
中

０００６６６年年年度度度日日日中中中友友友好好好協協協会会会岡岡岡山山山支支支部部部総総総会会会ひひひらららくくく   
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岡
山
支
部
理
事
長
）
、
武
田
英
夫
（
共

産
党
岡
山
県
会
議
員
）
、
西
森
文
子

（
総
社
日
本
語
教
室
世
話
人
）
、
宮
地

義
男
（
日
中
倉
敷
支
部
事
務
局
長
）
吉

崎
二
郎
（
年
金
者
組
合
湊
分
会
）
、
鄭

盧
烙
（
岡
山
県
華
僑
華
人
総
会
事
務

局
） 

 

参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
九
条
茶

を
飲
み
な
が
ら
、
自
己
紹
介
を
か
ね
て

全
員
発
言
。
協
会
本
部
と
岡
山
市
職

労
と
日
中
福
井
支
部
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
新
西
大
寺
町
に
飾
ら
れ
る

平
和
の
七
夕
、
折
り
鶴
の
吹
き
流
し
作

り
が
あ
り
、
み
ご
と
な
出
来
ば
え
に
10

人
の
参
加
者
は
よ
ろ
こ
び
い
っ
ぱ
い
。 

今
年
は
青
木
正
さ
ん
の
工
夫
が
み
の

り
、
輪
に
鶴
を
ひ
っ
か
け
る
だ
け
で
１
時

間
少
し
の
時
間
で
４
本
が
完
成
。
も
ち

ろ
ん
、
鶴
を
折
っ
て
糸
に
通
す
作
業
に

は
数
十
人
の
手
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
内 

○ 

総
会
で
の
発
言
内
容
は
、
次
号
で

ご
紹
介
し
ま
す
。 

孤
児
訴
訟
原
告
団
団
長
の
高
杉
さ

ん
、
事
務
局
長
の
高
見
さ
ん
の
発
言
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

岡
山
高
教
組
定
期
大
会
で 

「
支
え
る
会
」
事
務
局
長
が 

 
 

 

新
署
名
の
訴
え 

 
 

午
後
の
休
憩
に
入
る
前
に
、
支
え
る

会
事
務
局
長
の
小
生
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
中
国
「
残
留
孤
児
」
問
題
に
対
す

る
理
解
を
拡
げ
る
取
り
組
み
や
、
署

名
・
募
金
活
動
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
新
署
名
（
東
京
地
裁
あ
て
の
公
正

判
決
を
求
め
る
）
に
つ
い
て
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
の
署
名
一
五
七
筆
、
募
金

は
、
九
一
四
三
円
が
あ
つ
ま
り
ま
し

た
。
岡
山
高
教
祖
関
係
の
署
名
は
、

日中・岡山 第７７回文化講座 

さんかくウイーク２００６参加行事 

『日本と中国の子育て』 

《中国から見た日本の三歳児神話》 

 

大
安
寺
分
会
と
岡
山
南
分
会
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
五
〇
筆
が
届
け
ら
れ
、
全

体
で
三
〇
〇
筆
を
越
え
る
数
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

 

男
女
の
あ
り
方
を
考
え
る
運
動
の
男
女

共
同
参
画
事
業
。 

 

日
中
の
国
際
的
な
視
点
か
ら
、
子
育
て

の
課
題
を
通
し
て
考
え
る
講
座
を
作
り
ま

し
た
。
少
子
化
の
進
む
た
い
へ
ん
な
状
況
の

今
の
日
本
に
、
問
題
提
起
を
い
た
だ
く
お

話
で
す
。
充
実
し
た
お
話
に
な
る
こ
と
請

け
合
い
の
講
演
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

講
師
＊
姜
波
氏 

 

（
川
崎
医
療
福
祉
大
教
授
・
社
会
学
） 

と
き
＊
６
月
２４
日 

 

２
時
～
４
時 

と
こ
ろ
＊
さ
ん
か
く
岡
山 

会
議
室
（
表
町
３
丁
目
） 

参
加
費
＊
無
料 

是
非
ご
参
加
を
お
申
し
込
み
を
・
・
。 

 



 

五
月
二
十
四
日
裁
判
所
に
行
き

ま
し
た
。
め
っ
た
に
入
ら
ぬ
建
物
は
少

し
威
圧
感
を
覚
え
ま
し
た
。
中
国
残

留
孤
児
裁
判
傍
聴
の
た
め
で
す
。 

高
杉
さ
ん
大
森
さ
ん
と
、
弁
護
士

と
の
や
り
と
り
を
、
手
元
に
あ
る
資

料
“
個
人
史
”
を
見
な
が
ら
聞
き
ま
し

た
。
な
ん
と
理
不
尽
な
と
、
胸
が
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で
し
た
。 

高
杉
さ
ん
は
四
歳
で
中
国
に
取
り

残
さ
れ
、
「
日
本
語
し
ゃ
べ
る
な
」
と
い

わ
れ
、
い
じ
め
に
あ
い
、
学
校
へ
は
中
国

人
と
し
て
、
就
職
に
さ
い
し
て
は
や
む

な
く
中
国
国
籍
を
と
り
ま
し
た
。 

一
九
七
二
年
日
中
国
交
回
復
を

知
り
、
日
本
は
必
ず
自
分
を
探
し
て

く
れ
る
、
日
本
に
帰
れ
る
、
と
希
望

を
も
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
の
音
沙

汰
も
な
く
、
自
分
で
手
紙
を
書
き
、
手

が
か
り
を
探
し
、
や
っ
と
日
本
に
帰

国
。
日
本
語
が
話
せ
な
い
事
が
壁
と

な
り
、
不
安
な
毎
日
。
就
職
も
自
分

で
探
し
、
中
国
で
働
い
て
い
た
林
業
と

は
全
く
関
係
の
な
い
鉄
工
関
係
の
仕

事
に
つ
き
ま
す
。 

 

私
た
ち
家
族
は
長
岡
県
住
に
１０
年

く
ら
い
住
ん
で
い
ま
し
た
。
転
居
し
た

直
後
、
高
杉
さ
ん
が
入
居
さ
れ
、
そ
の

後
の
様
子
を
、
夫
や
生
活
指
導
を
さ

れ
て
い
た
そ
の
当
時
の
町
内
会
長
さ
ん

を
通
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

文
化
の
違
い
か
ら
団
地
の
中
に
な

か
な
か
な
じ
め
な
い
こ
と
、
言
葉
が
わ

か
ら
ず
理
解
し
合
え
な
い
こ
と
等
々
。

夫
は
で
き
る
だ
け
の
支
援
を
し
た
い
と

よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
と
し

て
見
捨
て
ら
れ
、
日
本
に
や
っ
と
帰
っ

て
き
た
ら
、
日
本
に
又
見
捨
て
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
語
教
育
、
就
職

の
世
話
、
安
定
し
た
老
後
。
日
本
政

府
は
ち
ゃ
ん
と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

戦
争
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
こ
う

い
う
人
を
作
っ
て
き
た
の
で
す
。  

 

二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。 

 

又
、
中
国
人
の
養
父
母
の
事
を
聞
く

に
つ
け
、
日
本
人
で
あ
る
私
た
ち
が
子

供
を
ひ
き
と
り
、
親
身
に
な
っ
て
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
中
国

の
人
た
ち
の
心
の
大
き
さ
、
や
さ
し
さ

に
感
謝
し
ま
す
。 

 

最
後
に
高
杉
さ
ん
が
唯
一
、
日
本

語
で
話
さ
れ
た
一
部
を
紹
介
し
ま

払
っ
て
い
た
。 

参
加
者
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
た

の
は
、
岡
山
か
ら
来
た
92
年
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
、
96
年
ア
ト
ラ
ン

タ
五
輪
で
銅
メ
ダ
ル
の
有
森
裕
子
さ

ん
と
櫛
部
静
二
さ
ん
（
城
西
大
学
所

属
）
だ
っ
た
。
今
回
三
回
目
の
参
加
と

な
る
櫛
部
選
手
は
、
一
昨
年
は
男
子

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
二
位
、
去
年
は
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠
に
輝
い
た
の
で
大
い

に
期
待
さ
れ
、
記
者
が
始
終
櫛
部
選

手
を
追
っ
か
け
て
い
た
が
、
惜
し
く
も

今
回
は
６
位
に
留
ま
っ
た
。
記
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
監
督
中
山
勝
行
さ
ん
は

選
手
の
状
況
に
つ
い
て
、
櫛
部
選
手
は

二
週
間
ほ
ど
前
北
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
に

参
加
し
た
ば
か
り
で
、
体
力
が
ま
だ
完

全
に
回
復
し
て
い
な
い
状
態
で
、
今
は

風
邪
気
味
だ
し
、
大
連
の
コ
ー
ス
は
勾

配
が
激
し
い
な
ど
の
要
因
で
ベ
ス
ト
を

出
せ
な
か
っ
た
と
語
っ
た
。
監
督
の
話

が
北
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
と
大
連
国
際
マ

ラ
ソ
ン
は
近
す
ぎ
た
こ
と
を
大
連
国
際

マ
ラ
ソ
ン
大
会
組
織
委
員
会
に
気
付
か

せ
た
の
だ
。
委
員
会
は
来
年
の
会
期
が

北
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
と
あ
ま
り
近
く
な

ら
な
い
よ
う
に
時
間
を
調
整
す
る
方

姜姜姜
波波波
先先先
生生生
ににに
よよよ
るるる
中中中
国国国
事事事
情情情   

⑤⑤⑤   

国国国
際際際
マママ
ラララ
ソソソ
ンンン
ととと
大大大
連連連
ののの
発発発
展展展 

 

十
九
回
大
連
国
際
マ
ラ
ソ
ン

（
１
９
８
７
年
か
ら
）
は
10
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は

爽
や
か
な
秋
日
和
で
、
ア
ジ
ア

で
最
大
だ
と
言
わ
れ
、
大
連
の

誇
り
で
も
あ
る
星
海
広
場
は

早
朝
か
ら
人
で
埋
ま
っ
て
い

た
。
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
、
観
戦

者
、
同
伴
者
、
コ
ー
チ
、
主
催

者
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
何
万
人
も

集
ま
っ
て
い
た
。
鮮
や
か
な
芝

生
に
覆
わ
れ
た
広
場
は
赤
、
黄

色
、
青
な
ど
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ

ウ
エ
ア
で
虹
色
に
染
ま
っ
て
い
た
。
こ
こ

は
今
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ス
タ
ー
ト
地

点
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
今
回
の
マ
ラ
ソ

ン
は
初
め
て
国
際
マ
ラ
ソ
ン
連
盟
の
許

可
を
得
て
「
国
際
マ
ラ
ソ
ン
」
に
昇
格
し

た
た
め
、
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
。
今

ま
で
中
国
で
は
各
地
で
マ
ラ
ソ
ン
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
国
際
マ
ラ
ソ
ン
と
名

乗
れ
る
都
会
は
北
京
、
ア
モ
イ
に
次
い

で
大
連
は
三
つ
目
だ
と
い
う
。 

今
回
の
大
連
国
際
マ
ラ
ソ
ン
は
六
つ

の
種
目
で
11
の
種
別
の
賞
が
設
け
ら

れ
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
約
42
キ
ロ
）
、
ハ

 

 

＊
ジ
ャ
ワ
島
地
震
支
援 

 

街
頭
募
金
へ 

岡
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

県
支
部
が
申
し
入
れ
て
岡
山
県
国
際

交
流
団
体
協
議
会
加
盟
の
九
団
体

が
、
６
月
３
日
ジ
ャ
ワ
島
地
震
支
援
の

街
頭
募
金
を
行
な
い
ま
し
た
。
一
時

間
の
短
時
間
で
し
た
が
市
民
の
関
心

は
高
く
、
総
額
１５
万
１
千
５
８
９
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。
支
部
か
ら
２
人
が
出

て
４
９
８
６
円
を
集
め
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
、
ユ
ニ
セ
フ
の
子
ど
も
た
ち

が
が
ん
ば
っ
て
澄
ん
だ
高
い
声
で
呼
び

す
。
悲
痛
な
叫
び
で
す
。 

 

「
私
は
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
事
を

知
っ
た
時
か
ら
、
日
本
人
で
あ
る
事
を

忘
れ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
祖

国
で
す
。
祖
国
で
暮
ら
す
事
が
長
い
間

の
夢
で
し
た
。
よ
う
や
く
永
住
帰
国
で

き
た
の
は
、
４７
歳
の
時
で
し
た
。
今
、

年
金
だ
け
で
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
し
、

な
ぜ
、
残
留
孤
児
で
あ
る
と
い
っ
た
だ

け
で
こ
ん
な
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
か
…
…
」 

 

高
杉
さ
ん
と
同
様
の
苦
し
み
を
味

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
大
森
さ
ん
、
お
身
体

大
切
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
田
道
子 

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
約
21
キ
ロ
）
、
駅
伝
（
約

42
キ
ロ
）
、
車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
（
男
子
約

42
キ
ロ
、
女
子
約
21
キ
ロ
）
、
10
キ
ロ
の

部
、
市
民
お
よ
び
観
光
客
小
マ
ラ
ソ
ン

の
部
（
４
・
２
キ
ロ
）
と
な
っ
て
い
た
。
７
４

４
７
名
の
参
加
者
に
は
、
１
１
２
名
の
プ

ロ
選
手
を
除
い
て
、
24
の
国
や
地
域
か

ら
３
３
０
名
の
外
国
人
が
含
ま
れ
て
い

た
。
車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
は
合
計

20
名
の
選
手
が
参
加
し
た
が
、
う
ち
４

名
が
外
国
人
選
手
だ
っ
た
。
健
常
者

と
障
害
者
の
合
同
マ
ラ
ソ
ン
な
の
で
、

大
会
組
織
委
員
会
で
は
安
全
で
円
滑

な
大
会
を
目
指
し
て
細
心
の
注
意
を

向
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

夏
徳
仁
市
長
は
授
賞
式
に
お
い
て

「
年
々
国
内
の
参
加
者
が
増
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
外
国
人
選
手
も
増
え

て
い
る
た
め
、
大
連
国
際
マ
ラ
ソ
ン
は

大
連
市
の
知
名
度
を
高
め
、
国
内
外

の
観
光
客
を
多
く
呼
び
込
ん
だ
」
と

大
会
の
位
置
づ
け
を
し
た
。
特
に
「
今

大
会
に
お
い
て
日
本
企
業
を
始
め
と

し
て
多
国
籍
の
企
業
の
支
援
を
得
て
、

大
連
市
と
日
本
企
業
の
交
流
が
深
ま

っ
た
」
と
褒
め
称
え
た
。 

今
後
も
大
連
国
際
マ
ラ
ソ
ン
は
大

連
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

同
様
に
大
連
の
発
展
と
振
興
を
促
し

て
い
く
だ
ろ
う
と
思
う
。 

（
川
崎
医
療
福
祉
大
学
教
授
） 

か
け
、
行
き
か
う
市
民
の
笑
顔
と
温

か
い
気
持
ち
を
引
き
出
し
ま
し
た
。 

 今
年
も
表
町
商
店
街
と 

駅
前
商
店
街
に 

折
り
鶴 

戦
争
と
戦
災
犠
牲
者
へ
の
鎮
魂
の

思
い
と
平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
た
「
第
８

回
平
和
七
夕
ま
つ
り
」
の
開
幕
で
す
。

（
６
月
１５
日
～
７
月
１５
日
）
ぜ
ひ
一

度
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
商
店
街
の
人

た
ち
の
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

催
し
で
す
。 

６
月
２９
日
の
岡
山
空

襲
の
日
を
中
心
に
、
多
く
の
団
体
が

多
彩
な
催
し
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
行
事
へ
も
ご
参
加
を

～
。
（
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
詳
細
を
送

り
ま
す
） 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

７
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
な
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

 

竹内和 

小林 

澤山 

三垣 

 

「
残
留
孤
児
」裁
判 

第
１０
回
口
頭
弁
論
を
傍
聴 


